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１  はじめに 

 
エコキャップ運動による社会貢献とは、端的に述

べるとペットボトルキャップが世界の子供たちへの

ワクチンになる。集められたペットボトルキャップ

は、回収業者によってリサイクル資源として売られ、

売られた際の売却益が JCVへの寄付となる。そこで
UNICEF と提携して世界のワクチン工場へワクチン
を発注し、製造されたワクチンは空輸で支援国へ届

けられた後に各地の予防接種会場で子供たちへ接種

される。 
現在、親和中学校・親和女子高等学校において、

ペットボトルとキャップを分別するための箱がある

にも関わらず分別が完璧にはされていない。具体的

には、実験前１日に１０本ペットボトルが捨てられ

ていた場合、５本がキャップがついたままの状態で

捨てられていた。これは５割、つまり半数が分別さ

れていないということである。この現状は上記に述

べた社会貢献のために改善されるべきである。（写真

①②参照） 
＜写真①＞ 

 
 

＜写真②＞ 

 
 
先行研究より、「他者行動の掲示がキャップの分別

行動に影響を与える」(参考文献〔１〕)、また「ビ
ンカンペットごみ箱に含まれる一般ごみは、従来ご

み箱では 1.4％であったのに対して、ラッピングごみ
箱で 0.5％、透明ごみ箱で 0.4％と減少している。」（同
〔２〕）から、透明ごみ箱にすることで他者の行動を

見ることができ、それに影響されることがわかる。

そして、「透明ごみ箱をペットボトル用のゴミ箱とし

て配置した結果ペットボトルのラベル除去率が有意

に向上した。さらに、透明ゴミ箱の配置をきっかけ

として、ペットボトル分別行動が促進される傾向も

伺えた。」（同〔３〕）から透明なゴミ箱の方が、分別

行動が促進されることがわかる。また、「楽しさが行

動やある種の認知を促進する」（同〔４〕）から、効

果音などを利用した創造性のあるゴミ箱は分別行動

を促進すると考えられる。 
私たちは、本校の生徒が分別を楽しいと感じると、

分別行動が促進されるのではと考えた。先行研究を

参考にした透明ゴミ箱に、効果音という要素を加え

てアンケートを掲示し、その答えの箱にキャップを

入れると効果音が流れるという仕掛けを作り、本校

の食堂で実験を実施した。 



 

 

２  提案方法 
２．１	 実験方法・実験結果 
現在、本校の食堂（写真③参照）で設置されてい

るキャップを収集する箱は次のような物である。（写

真④参照） 
＜写真③＞ 

 
＜写真④＞ 

 
現在キャップの分別に使われている写真④のよう

な箱には、分別行動を促進させるうえで改善の余地

があると考えられる。そこで私たちは本校の生徒の

ペットボトルの分別行動を促進するために、先行研

究や松村教授の話を参考にいくつかの仕掛けを考え

た。 
l 中が透明でキャップが中に入っている様子が

見える。（あらかじめいくつかキャップを入れ

ておく）→他者行動が可視化されることで、分

別の義務を感じやすくなる。 
l ちょうどキャップが入る大きさの穴を開け、そ

こからキャップが捨てられるようにする。 
l 箱の前に「あなたはペットボトルの分別をしま

すか」というアンケートを掲示し、○と×の選

択肢が貼られたそれぞれの箱を用意する。→興

味がそそられる。 
l キャップを分別して捨てると音が鳴る。（○と

×で異なる音を流す）→面白いと感じる。 
＜写真⑤＞ 

…  

これらの仕掛けを使ったゴミ箱は、写真⑤ような

ものである。透明なプラスチックケースを利用し、

蓋の中央部分にキャップの大きさの穴をあけたもの

を二つ用意した。そして○と×の色紙をそれぞれ貼

り付け、箱の中にいくつかキャップを入れておき、

箱の前方にアンケートを掲示した。また、分別され

ると音を流すために箱の隣にブルートゥーススピー

カーを設置した。 
このゴミ箱を利用することで、本校の生徒の分別行

動が促進されるかどうか検証するために、仕掛けが

ある時とない時の二つに分けて実験を行った。放課

後には勉強できる自習スペースとしても利用されて

いる食堂で、放課後に音のなる実験を行うのは迷惑

になり得ると考え、昼食を食べるために利用されて

いる昼休みに実験を実施した。時間は 12時 35分～1
時。実験期間は、仕掛けなしは 1月 23～25・28～29
日の月曜日～金曜日に実施。仕掛けありは 2月 5～8
日の火曜日～金曜日に実施した。（仕掛けありの月曜

日は諸事情により不可。）仕掛けのない時は、ゴミ箱

の利用者（利用者）・ペットボトルを捨てた人（未分

別者）・キャップを分別した人（分別者）の三つを、

仕掛けのある時は、ゴミ箱の利用者（利用者）・ペッ

トボトルを捨てた人（未分別者）・キャップを分別し

た人（分別者）だけでなく、チラ見した人・ガン見

した人・覗き込んだ人・仕掛けを見て何か話した人

の合計七つの人数を集計した。次の表はその結果を

表したものである。 
 
＜表①	 仕掛けなし＞ 
 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 
利用者 8 12 10 13 8 
未分別者 2 0 1 1 4 
分別者 2 0 1 1 0 



 

＜表②	 仕掛けあり＞ 
 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 
利用者  7 7 11 5 
未分別者  1 1 0 1 
分別者  1 1 0 1 
チラ見  4 9 8 3 
ガン見  6 5 1 0 
覗き込み  5 5 0 0 
会話  2 1 0 0 
 
表①より仕掛けなしの際、日（曜日）によって分

別の有無の差が激しいことが分かる。具体的には、

月曜日・水曜日・木曜日には分別がされていたのに

対し、金曜日はペットボトルを捨てた人は多いにも

かかわらずキャップを分別した人はいない。これは、

月曜日から木曜日に分別した人の大半が本校の先生

であり、生徒でなかったからである。対照的に金曜

に捨てたのは全員が生徒であった。このことからも

やはり、本校の生徒は分別を完璧には行っていない

ことが分かる。 
表②よりペットボトルを捨てた人自体が少数では

あるが、捨てた生徒全員が分別を行っており、100％
の確率で分別されている。また、ゴミ箱の利用者と

同数またはそれ以上の人数が、チラ見もしくはガン

見、また覗き込んだり、会話をしていることから、

多くの人の興味・関心をそそっていたことがわかる。 
 
２．２	 考察・改善策 
表①・表②の結果より、実験において、食堂のゴ

ミ箱の利用者および仕掛けを利用した者が少なく、

仕掛けを意識した者が次第に少なくなっていること

が分かる。これには次の理由が考えられる。 
 
（ゴミ箱利用者が少ない理由） 

(a)	 昼休みにゴミを捨てるという目的で食堂を
利用する人は少ない。 

(b)	 食堂のゴミ箱以外にもゴミを捨てる手段は
多く存在する。 

（仕掛けの利用者が少ない理由） 
(a)	 昼までにペットボトルを飲み切る場合は少
ないため、昼休みにペットボトルを捨てる人は

限られている。 
（意識者が減少した理由） 
(a)	 毎日食堂を利用する人はほぼ同じで変化し
ないため、仕掛けのあるゴミ箱に興味を持つ人

は減少していく。 
 
	 上記のような理由を踏まえて、食堂以外の場所で

実施する、また昼休み以外の時間帯で実施するなど

の改善策が考えられる。そして、今回の実験はブル

ートゥーススピーカーを利用して、手動で音を流し

たが、今後の実験ではセンサーを用いることで自動

で音を流す装置を作り、利用していきたいと考えて

いる。（写真⑥参照）その装置を利用することで、実

験を無人ですることが可能になるため、実験時間に

幅をもたせて実施することができ、結果の信憑性が

上がることが期待できる。 
＜写真⑥＞ 

 

３	 	 むすび 
	 今回の実験から、効果音・他者行動の可視化など
の仕掛けは中高生の分別行動を促進することが分か

った。他にも分別行動を促進できる仕掛けを考える

とともに、研究対象を広げていくことを課題として、

検証・研究を進めていきたい。 
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